
て
明
は
n
れ
る
叩
き
で
あ
る
○

某
晒

･
大
州
珪
補
暦
は
概
ね
五
十
度
以
内
の
傾
斜
で

摺
曲
し
て

居
る
0
鮎
川

･
大
丹
巷
間
で
は
大
丹
生
闇
は

未
開
の
軸
を
有
す
る
向
斜
と
背
斜
と
が
あ
-
'
小
丹
生

か
ら
韮
崎
は
至
る
間
で
は
韮
崎

･
大
丹
塵
爾
暦
北
ハ北
西

に
畢
科
し
て
ゐ
る
｡
触

る
ほ
三
本
木
以
東
及
び
丹
生
郡

糸
生
材
で
は
両
暦
共
概
ね
北
又
は
北
東
の
傾
斜
を
有
す

琉
球
固
先
島
列
島
を
訪
ね
て

る
0
断
層
は
可
成
多
-
､
且
此
等
の
節
三
配
静
雄
柿
磯

に
噴
出
し
た
安
山
岩
が
播
磨
は
分
布
し
て
居
る
か
ら
､

此
等
第
三
紀
層
の
詳
細
を
圏
序
の
決
定
は
賂
衆
の
調
査

,U>
供
花
ぬ
ば
在
ら
な

い
｡

捕
雛
す
る
に
常
り
和

々
御
指
導
を
ー-易
つ
た
中
村

･
梶
山
両
地
生
'
見

知
査
充
に
御
教
示
を
受
け
た
淵
河
北
故
地
に
野
外
調
査
に
掘
々
御
傑
党

を
計
ら
れ
た
荊
非
申
騨
絞
功ー
教
諭
に
粍
御

霊
胤
を
衣
す
る
｡

琉

球

如

ぢ

や

る

な

ら

欝

枇

は

い

て

お

ぢ

や

れ

琉

球

は

石

原

小

石

原

と
諭
れ
て
ゐ
る
別
天
地

の
曲
図
'
琉
球
は
ど
ん
な
虚
で
あ
ら
う
か
｡

我
々
は
お
伽
噺
な
ど
で
聞

い
て
ゐ
る
O
浦
梅
太
郎

の
舵
･:=･=
の
稔
に
余

-
恥
掬
か
と
の
先
人
拙
念
に
枇
ほ
れ
て
ゐ
た
O
今
の
庶
び
雑
を
柑
て
､

日
の
あ
た
-
K
t
琉
減
駒
の
和
々
な
物
輔
に
食

っ
て
､
始
め
て
p
員
の

図
を
知
り
､
多
-

の
糾
っ
た
概
念

を
此
す
る
翁

を
柑
た
｡

筆
者
は
本
誰
の
1
隅
を
借
り
て
･官
省
抑
応

｡
八
韮
山
部
品
の
仰
謂
北

琉
球
問
北
路
列
梅
を
訊
ね
て

蒼

天

生

放
列
抱
を
･:iiと
し
て
(
沖
跳
本
偽
に
ー日
脚
け
る
人
は
多
-
'従

っ
て
可
な

-
史
状
等
に
も
あ
る
故
略
す
)
沓
き
､
今
後
此
の
地
に
凪
を
印
す
る
人

の
此
分
で
も
益
す
る
姉
が
あ
れ
ば
'
俄
に
串
と
す
る
鹿
で
あ
る
J

沖

縄

膳

の
禾

候

産

業

や

地
質

撃

的

事

項

は

'

略

し
て

沖
縄
名
物
の

一
端
を
見
て
み
ょ
う
｡

島
は
小
さ

い
が
.
六
十
有
鈴
島
が
LTTT数
十
海
里
は
鮎

在
し
て
ゐ
る
だ
け
p
動
植
物
其
の
他
珍
ら
し

い
も
の
がど

多

5,
｡
雫

を

見

た

者

が

無

い
常
夏

囲

だ

け

あ

っ

て
､
滞

31C
r心

四
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'
'

菓
(
方
曹
タ
メ
)
や
'
千
を
卜
隻
雷
◎
義
歓
喜

菅
魯

ろ
メ
〆
ヤ
t
f
轡

雷
の
犠
上
-
小
さ
-
て
辞
め
Jq
S
g

ナ
ナ
､
赤

い
美
し

i
責
の
な
る
嘉
+
.

‥一
恵

手

軽
韓

ら
れ
る
ト

†
ト

ー
胡

瓜

･
〆

†

ナ
ス
タ
の

茄
子
や
t

P
.ス
ク
メ

T
y
讐

1

寸
本
州
か

ら
凍
ね
着

が
嘉
よ
も

の
が
と
て

も
さ

い
｡

･絡
傍
l

収
裁
尊
煮

義

算 ニ {
'_*P轟,IA

∵零

■
且
8:
ど

色
事
め
美
恵

尊
穐
方
抵
最

J

義
鷺
鼻
糞

▲
兼
用
重

量
義
.

行
放
れ
て
令
書
〇
..

H
･
二
･:･宮

'
◆一

'.

･

'イ
一

分
力
濃
厚
な
鳶
抹
沖
]:
赤

S
我
が
負
く
轟
嶺
､
集
鷺
の

温
重
な
首
の
t

を
量
嘉

執

集
札
暫

音

義

･.卦

･≠
巣
髄
届

も
甘
頒
･1gB

年
中
隻
青
む
ヽ



只
問
題
は
､
な
る
べ
-
遮
寒
を
低
廉
に
す
る
工
夫
で

あ
ら
う
｡

以
上
の
外
名
物
黒
糖
､
囲
産
ウ
イ
ス
キ
ー
の
名
あ
る

香
気
芳
烈
な
沌
盛
や
､
織
物
界
に
王
座
む
占
め
て
ゐ
る

上
布
.
押
紙
狗
特
の
漆
器
等
.
土
産
物
と
し
て
好
適
の

も
の
が
多

い
｡

以
上
の
様
で
あ
る
か
ら
､
敢
近
自
炊
州科
聾
者
h
l始
め

輩
締
着
等
は
南
島
の
自
然
に
憧
れ
て
､
陸
槙
と
し
て
来

訪
す
る
様
に
な
っ
た
.

ll.I

鹿
で
は
､
文
事
家
も
架
で
'
潜
め
る
島
の
俸
散
を
研

究
し
ほ
探
訪
す
る
事
で
あ
ら
う
O

官

省

群

島

宮
古
群
島
は
宮
南
島
の
外
七
島
か
ら
な
-
､
沖
縄
本

島
の
南
方
に
位
し
て
ゐ
る
｡

今
宮
寓
群
島
に
属
し
て
ゐ
る
八
島
の
周
囲
｡面
積
･人

口
を
列
馨
し
で
み
ょ
う
｡

池大

m

日日

;i

･;.i

榊

比和

…川

.

水

間

払

下

此

仰
良
部
放

下

-3

下

地

偽

印
血
部

多
･g
同
格

多
良
間

′ヽ

勺

P.リ

打リ
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7
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と
7P
P

三
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u

717
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ハ
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LW
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二
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二
ニ
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7..､
八三
二

二心ハp
六芯

二八
､蓋
九

二
ハ'ニ
0
四

六
㌧警
二

六
､(.汁
.〕

(
八
.;'T

｢

…荒

川

二

iO
四
四
鼠

岬
混端

八p
O
F
tll

三
'入
山誌

i1.'jJJ

.･._=二二三1--11･ W.
吾 三先 ･B 空'a壷

明
朝
確
か
ら
な
っ
て
ゐ
で
､
地
形

曲
名

肺

臓

川

囲

;k=;
細

41-
<I

i.一'I
i.,l

･･,
i

f

良地

岩
こ
､八
空

蒜
セ､九
二

追

琉
球
関
北
砧
列
島
を
訪
ね
て

地
質
的
ほ
極
め
て
単
調
で
､
坦
々
た
る
平
野
を
歩
-
と

い
ふ
け
過
ぎ
な

い
｡

宮
古
島
は
群
島
中
で
澱
も
中
将
の
地
を
占
め
､
宮
古

ハリ.～ガ

唯

一
の
温

水

港

は
両
岸
大
浦

｡
輿
那
覇
爾
轡
の
中
間
は
ク

リ

任
し
､
前
に
伊
良
部
島
を
蛙

へ
p
北
に
他
聞
､
南
は

水

マ間
h
t擁
し
て
ゐ
る
が
､
水
浅
-
且
7
風
波
が
突
進
し
て

も
碇
泊
す
る
に
不
便
を
免
れ
な

い
｡

生
産
業
と
し
て
は
.
只
砂
糖

｡
紺
上
布
と
水
産
業
が

主
に
'
別
に
ト
マ
ト
･
酉
瓜
の
栽
培
も
進
歩
L
y
.ゐ
る

が
'
未
だ
検
査
所
が
設
立
さ
れ
て
ゐ
在

い
蔑
め
島
外
に

輸
出
が
出
塞
ず
p
島
内
で
消
費
し
て
ゐ
る
位
で
あ
る
｡

著
し
､
表
れ
が
設
立
さ
れ
尭
暁
に
は
､
ど
し
-

五
月

頃
か
ら
之
等
が
内
地
で
程
ら
れ
る
ヱ
と
と
瓜
ふ
C

一1.0九

四

七



地

球

節

二
十
懇

官
育
帥
赦
境
内
は
宮
古
紺
上
布
の
創
始
着
帯
石
女
の

観
念
碑
を
建
て
氷
久
に
､
彼
女
の
遺
跡
を
後
肢
は
樽

へ

てゐ
る
○

之
は
幽
し
て
面
白

レ.
俸
説
が
あ
る
0
謂
石
は
不
地
新

宝
上
暴
発
の
妻
で
､
竪
堀
の
車
高
-
､
夫
君
は
州
鎌
柑

興
人
の
職
は
あ
っ
ゎ
､
或
る
日
公
用
を
帯
び
て
他
村
は

赴
き
､
掘
途
逆
風

の
馬
め
'
別
図
に
療
著
し
進
貢
船
は

便
乗
し
て
蹄
盆
は
つ
い
た
｡
触

る
は
又
樺
中
鵬
風
は
襲

は
れ
で
危
機
は
頻
し
た
が
'
異
教
は
逆
巻
怒
涛
を
冒
し

て
船
の
修
班
に
努
め
､
其
の
功
は
依
っ
て
下
地
村
の
頭

役
を
授
け
ら
れ
た
｡
此
の
光
柴
は
渉
し
た
の
で
婁
硝
石

は
恩
に
酬
以
凡
と
日
夜
考

へ
､
蓬
は
綾
錦
布
を
異
的
し

た
の
で
あ
る
O

暴
発
は
之
を
王
は
献
じ
､
親
雲
上
の
位
は
鼻

力
爾
後

年

々
之
を
奉

っ
た
の
で
あ
る
｡

八

重

山

群

島

八
第
山
郡
は
兼
塵
百
二
十
四
度
三
十
分
'
北
緯

二
十

五
度
五
十
二
分
よ
カ
粟
躍
官
二
十
二
度
五
十
六
分
､
北

緯
二
十
四
度
三
分

に
亘
る
間
に
散
在
す
る
大
小
十
九
の

第
三
統

ニ
70

均
八

島
嘆
か
ら
在
っ
て
ゐ

宅､
周
囲
が
七
十
里
二
十
二
町
'

面
積
四
十
三
万
里
飴
は
及
び
､
沖
縄
膳
の
線
面
積
の
約

四
分
の

一
に
相
脅
し
て
ゐ
る
｡
大
在
る
島
は
石
垣
島

｡

酉
衷
島
で
之
に
次

い
で
は
典
郷
国
島
で
あ
る
｡
義
輝
を

灘

い
て
は
本
郡
が
政
商
は
任
す
p
兼
酉
商
北
の
極
所
地

敬
二
不
す
と
次
の
兼
で
あ
る
｡

極

所

経
度
及
び
線
度

水

火
･牧
村
字
平
久
保

水
練

一
二
四
'
二
〇

西

興
部
園
村
a
J郷
牌

親
政
一
二
二
､五
六

滴

竹
寓
村
事
故
蛸
槻

北
緯

こ
周
､〇
三

北

祈
輔
町
串
安
野
城

北
締

二
光
'五
二

島
唄
の
周
囲
及
び
同
横

鵜
桝
名

石

蝿

抱

:=;

式
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軸
部
囲
島

地
州
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柵
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正 小 小 城 釣 買 芸だ加
島 粍 砧 .t'-む 偽 Jt'bJL'bHむ

一
､〇
九

〇
㌧三
二

〇
'二
九

?
･

?

･
(ソ
･

q
r■

?
･

O
ro
<

O
t〇
一

〇
'〇
三

〇
'
二八

〇
'〇
七

〇
'〇
二

〇

､〇
三

?
･

嚇
下
で

一
番
詩
情
隻
尚
ん
だ
八
重
山
郡
の
野
川坪
に
つ

い
て
は
'
随
分
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
棟
で
あ
る
が
､
筆
者

は
八
重
山
支
魔
か
ら
得
た
79
の
よ
-
紋
輩
し

て参
考
の

た
め
に
沼
介
し
て
み
や
う
｡

本
郡
は
元
燭
立
の
昏
長
図
に
し
て
'
管
内
に
は
各
種

の
富
源
を
擁
し
､
自
給
自
足
h
tを
し
た
る
食
め
'
他
と

交
通
す
る
を
好
凌
ぎ
み
L
が
'
元
中
七
年
即
ち
紀
元
二

千
五
十
年
後
亀
山
天
皇
の
御
代
始
め
て
琉
球
間
中
山
容

皮
王
に
朝
賞
L
p
爾
凍
官
飴
年
間
'
民
鴫
を
誼
せ
L
に

明
臆
九
年
大
潟
柑
於
屋
計
赤
峰
及
保
武
丸
の
二
人
我
心

を
懐
き
買
物
を
申
山
王
に
抱
っ
こ
と
三
'
四
年

夜

少
し

が
､
永
正
元
年
(
紀
元
二
千
宵
六
十
四
年
)中
山
王
は
大

里
按
司
を
大
路
と
し
宮
古
島
仲
宗
根
豊
見
親
父
子
を
先

琉
凍
閥
北
島
列
島
を
訪
ね
て

導
と
し

て之
を
卒
足
し
､
豊
児
親
の
二
男
蛤興
列
金
在
る

者
戦
功

に依
～,>
八
詐
山
島
頚
に
任
ぜ
ら
る
｡
宮
古

｡
八

束
山
繭
北
島
の
頭
職
此
の
時
よ
･Ct始
ま
る
｡
其
の
後
寛

永
六
年
(
紀
元
二
千
二
甘
八
十
九
年
)
始
め
て
行
政
の
置

割
を
定
め
､
八
重
山
を
大
横
･石
垣
･宮
良
の
三
間
切
に

分
割
し
て
村
分
数
を
L
t
本
島
出
身
の
頭
を
置
き
､
所

謂
三
頭
政
治
を
行
は
し
め
た
-
L
が
'
同
九
年

衣
番
を

置
き
で
之
を
統
治
せ
し
め
た
ヵ
｡

常
時
我
岡
に
於
で
は
耶
蘇
数
を
禁
止
せ
る
時
を
ふ
し

が
本
島
に
南
堕
胎
渡
衆
し
耶
蘇
数
を
布
数
す
る
79
の
あ

ら
'
偶
々
南
轡
舶
漂
着
し
光
る
を
以
で
幕
府
は
薩
藩
を

し
て
之
を
討
輔
ら
し
め
ん
と
し
兵
を
向
け
光
る
も
､
両

壁
船
は
既
は
出
帆
逃
亡
せ
し
後
攻
わ
し
と
云
ふ
｡
此
年

(
蒐
永
十
八
年
)
よ
み
慶
安
二
年
に
至
る
九
年
間
之
等
外

電
に
備
ふ
る
力
め
薩
州
は
大
和
麗
辞
を
駐
在
せ
し
め
ね

･少
0爾

凍
三
百
年
'
此
の
間
享
保
十
七
年

(紀
元
二
千
三

百
九
十
二
年
)
に
は
野
底
相
｡苗
郵
相
を
新
設
し
､
同
十

九
年
に
は
崖
良
部
材
｡南
風
見
村
を
'
蟹
暦
三
年
(
紀
元

三
1

四
九



地

球

解
二
十
巻

二
千
四
BTTT三
十
三
年
)
に
は
安
次
良
材
を
'
同
五
年
に

は
晴
山
村
を
新
設
し
て
人
口
の
分
布
を
按
排
し
､
殖
産

興
業
を
固
少
た
る
･9
明
治
八
年
大
海
噺
あ
ゎ
て
九
千
盲

八
十
人
を
矢

へ
み
C
政
魔
は
之
が
回
復
を
計
ら
ん
と
し

寄
百
姓
制
を
制
定
し
､
住
民
の
移
住
を
行
以
L
が
､
安

政
五
年
以
求
大
飢
健
に
遭
遇
し
'
次
で
麻
疹
疫
病
等
あ

ヵ
で
死
者
多
-
人
口
漸
減
L
t
其
の
後
幾
多
の
挺
蓬
を

経
て
､
明
治
十
二
年
原
潜
置
煤
と
在
れ
-
0

明
治
十
四
年
'
八
重
山
島
役
所
を
設
置
し
て
統
輔
せ

し
め
'
明
治
二
十
九
年
沖
縄
豚
郡
の
編
成
は
備
わ
八
重

山
郡
を
置
き
'
八
重
山
鳥
役
所
を
厳
し
､
同
時
は
八
重

仙
島
魔
を
設
置
せ
ら
れ
た
ヵ
｡

明
治
三
十
六
年
地
租
楳
例
及
図
枚
徴
収
法
施
行
せ
ら

れ
'
従
裸
の
人
間
枕
は
露
は
麿
止
せ
ら
る
IA
乙
と
J
在

れ
み
.
越
で
明
治
四
十

一
年
'
間
切
制
を
麿
L

t
沖
縄

願
島
喚
町
村
制
施
行
せ
ら
れ
､
_
同
年
八
重
山
村
を
設
置

し
て

一
郎

一
村
と
し
た
る
も
時
世
の
進
運
に
件
S
､
治

路
上
不
便
抄
か
ら
ざ
-
し
な
以
て
大
正
三
年
八
頚
山
村

を
厳
し
､
石
垣
･竹
富
･大
潰
･興
部
囲
の
四
ケ
材
に
分
相

飾

三

班

二三

五

〇

せ
か
｡

大
正
九
年
､
普
通
町
村
制
寛
施
せ
ら
れ
､
大
正

十
五
年
､
郡
制
の
麿
止
に
低
み
､
八
重
山
鳥
魔
を
慮
し

支
鹿
を
設
置
し
'
同
年
十
二
月
石
垣
村
に
町
制
を
施
行

し
た
卓
○

地

勢

本
郡
は
東
西
三
十
四
旦
で
あ
る
が
､
大
小
の
島
々
か

ら
成
っ
て
ゐ
る
踊
係
上
､
海
接
線
の
延
長
は
七
十
里
に

及

ん
で
ゐ
る
｡

石
垣
島
は
北
方
に
最
高
峯
於
茂
登
縁
(
1
六
八

〇
尺
)

が
陀
立
し
て
之
を
中
心
と
し
て
東
西

完
竹
に
山
脈
を
形

成
し
て
ゐ
る
｡
南
方
は
本
島
唯

一
の
中
英
地
で
数
千
町

歩
の
原
野
耕
地
が
あ
さ
､
殊
は
海
樺
に
按
す
る
部
分
は

概
ね
年
増
で
交
通
上
便
よ
-
､
叉
名
減
川
･宮
良
川
･輩

朴
等
が
あ
っ
て
水
利
の
優
も
よ
い
｡
本
島
翠
､
地
質
の

複
郡
を
虚
は
夜
-
､
北
部
及
び
北
北
東
部
は
火
山
地
帯

に
古
座
配
'
南
部
と
西
南
部
は
沖
積
地
古

生
紀
｡隆
起

珊
瑚
礁
等
か
ら
怒
っ
て
ゐ
る
｡

西
表
島
は
未
開
地
と
し
て
'
叉
沖
縄
櫛
の
倉
庫
と
n

れ
'
島
は
晴
々
長
方
形
を
し

て､
山
岳
霊
感
し
､
僅
か



ほ
観
衆
及
び
北
方
の

7
部
は
平
場
な
る
塵
が
あ
る
の
み

で
此
の
部
分
は
隆
起
捌
瑚
礁
よ
･Ch
在
-
､
放
業
地
と
な

し
柑
る
鷹
は
少
な

い
｡

小
横
島
･竹
富
島
･黒
鳥
｡新
城
島
･
波
照
間
島
､
凡
て
刑

瑚
礁
地
多
-
.
甘
燕
の
栽
培
を
主
と
す
る
外
見
る
べ
き

も
の
が
な

い
｡

人

口

今
か
ら
八
十
年
前
賢
暦
三
年
に
は
､
人
口
二
苗
六
千

二
官
八
十
五
人
で
､
明
和
八
年
に
は
三
寓
六
千
四
百
二

十
二
人
と
夜
つ
た
が
､
同
年
三
月
悔
噺
の
馬
め
､
九
千

宵
八
十
人
を
失
ひ
､
安
政
五
年
か
ら
同
七
年
に
亘
る
三

年
間
の
機
種
に
逢
っ
て
餓
死
し
た
者
が
千
五
十
二
人
､

嘉
永
六
年
迄
の
間
は
蹄
疹
疫
病
の
為
め
､
死
亡
し
た
者

四
千
四
百
七
十
五
人
で
､
文
久
二
年
に
は
人
口
僅
か
に

一
常
千
二
百
十
六
人
を
数
ふ
る
に
過
ぎ
在
か
つ
ね
が
､

明
治
六
年
に
は
.

ti
薗
千
九
百
二
十
六
人
と
な
-
'
昭

和
光
年
に
は
三
商
五
千
八
十

一
人
に
増
加
し
p
漸
-
育

六
十
年
前
の
人
口
に
連
し
た
と
云
は
れ
で
ゐ
る
｡

産

莫

琉
球
紺
光
臨
列
島
を

訪
ね
て

本
郡
は
土
地
が
戯
-
1
且
つ
肥
沃
で
常
夏
約
束
候
故

沖
縄
の
箕
島
と
挿
せ
ら
れ
る
が
､
未
だ
歴
僚
方
針
及
肌

耕
作
方
法
が
極
め
て
幼
稚
で
収
量
が
割
に
少
夜

V､
の
で

自
給
自
足
が
得
ら
れ
ず
'
郡
廠
姉
上
に
脅
威
を
受
け
て

ゐ
る
の
で
あ
る
が
'
昨
今
技
術
員
の
燃
ゆ
る
研
究
心
と

努
力
に
依
っ
て

l
光
明
が
見
え
出
し
た
と

聞

い
て

ゐ

る
0産

業
中
'
最
も
盛
な
の
は
甘
蔑
作
で
､
之
は
明
治
二

十
年
頃
か
ら
始
ま
-
､
次
第
に
斯
業
は
志
す
者
多
-
､

優
良
品
種
敷
栽
培
し
､
各
島
と
も
競
っ
て
そ
の
敬
展
策

を
講
じ
て
ゐ
る
乙
と
は
誠
に
喜
ば
し

い
｡

此
の
外
畜
産
業
も
自
然
の
牧
草
に
富
み
､
家
畜
の
好

飼
料
た
る
甘
藷
は
年
中
産
度
し
得
る
故
'
之
れ
亦
有
望

視

さ
れ

てゐ
る
｡

気

候

本
郡
の
気
候
は
､
ラ
ヂ
オ
で
骨
は
聞

い
て
ゐ
る
棟
に

所
謂
亜
熱
帯
の
常
夏
的
気
位
で
加
之
涯
樺
性
気
象
で
あ

る
負
め
.
気
泡
が
高
-
､
潜
京
間
が
甚
だ
長

い
｡
峯
束

は
磁
束
に
富
み
'
多
種
多
韻
で
'
曇
天
日
と
雷
鳴
日
が

三
三

五

1



地

拭

妨
二
十
啓

多

い
o

石
垣
島
測
候
所
の
報
告
に
よ
れ
ば
､

一
ケ
年
間
の
降

雨
線
量
二
千
二
宵
六
十

一
種
で
､
敢
大
口
且鼎
百
八
十
七

光
聖

ホ
し
､
本
郡
有
数
の
多
両
地
で
風
は
甚
だ
弧
-
､

鵬
凪
の
襲
衆
す
る
事
が
犀
p
で
あ
る
｡

交

通

本

島
に
放

け
る
邪
道

は
少
-
､
僅
か
は
石
垣
町
附
近

の
南

方
は
の
み
礁
達
し
､
他
は
概
ね
町
村
民
の
鼻
カ
に

依
カ
'
其
の
改
修
を
馬
し
っ
･,
あ
る
が
､
未
だ
幅
狭
少

は
し
て
華
道
に
適
す
る
も
の
が
少

い
｡
然

し
新
計
塞
案

完
成
の
曙
に
雪

本
島
を

一
周
す
る
循
環
線
が
出
凍
て

石
垣
島
の
農
業
も
愈
々
教
連
の
階
梯
を
辿
-
､
且
つ
自

然
に
｢
ア
プ
リ
ヤ
｣
撲
滅
も
を

-
.
豚
下
唯

一
の
饗
成
島

と
在
る
rJ
と

j
信

じ
る
｡

7
万
､
梅
上
の
交
通
を
見
る
ほ
､
八
翼
川
郡
は
那
覇

を
去
る
南
方
二
hTTT四
十
二
浬
か
ら
三
百
十

7
浬
の
間
に

介
在
す
る
群
島
で
､
堀
内
各
地
と
の
連
絡
は
勿
論
､
内

地
及
び
董
轡
と
の
交
通
は
線
で
船
舶
の
億
に
依
る
外
道

を
-
､
従
っ
て
此
の
航
路
の
完
香
如
何
に
ょ
つ
で
郡
鮭

箪
三
雛

三四

五

二

酒
と
文
化
の
開
発
に
至
大
の
捕
係
が
あ
る
故
､
金
力
を

あ
げ
て
之
が
改
善
は
努
め
て
ゐ
る
の
は
必
然
的
結
果
で

あ
る
｡
然
し
石
垣
港
と
云

ヘ
ビ
p
港
内

一
昔
は
隆
起
珊

瑚
礁
発
達
し
'
折
角

の
棟
桁
に
も
船
を
着
け
る
事
が
出

来
ず
､
止
む
夜
-
迄
か
沖
合
に
碇
泊
し
て
小
型
船
で
連

絡
せ
ぬ
ば
在
ら
ぬ
不
便
が
あ
る
｡
現
在
で
は
何
よ
-
第

一
に
､
直
接

入
港
し
得
る
港
を
有
す
る
政
に
す
る
こ
と

が
急
務
で
は
夜
か
ら
う
か
｡

筆
者
は
親
し
-
､
島
内
を
視
察
し
た
結
果
､
轟
ろ
石

垣
町
の
北
方
六
粁
離
れ
た
名
減
幣
は
贈
新
が
出
入
す
る

戚
ほ
し
､
地
道
に
よ
む
石
垣
町
と
連
絡
す
る
計
蓮
を
立

案
す
る
の
79
取
で
暴
撃
で
覆

い
と
瓜
ふ
｡

郡
内
の
各
離
島
間
に
あ
つ
て
は
､
昨
今
二
十
噸
以
下

の
発
動
機
触
,<LJ以
て
毎
日
P
或
は
隔
日
叉
或
る
朗
で
は

月
は
数
回
航
海
し
て
ゐ
る
が
､
冬
期
と
か
海
上
の
荒
れ

た
場
合
は
､
航
海
し
得
ず
天
候
回
復
を
待
っ
の
み
で
あ

る
0本

州
敢
南
端
波
照
間
島
に
赴

い
た
折
､
島
民
の
話
に

よ
れ
ば
､
各
期
は
交
通
金
-
杜
絶
L
t
郵
便
･新
聞
等
凡



て
7
1､
三
月
分
シ
ー
一
比
に
配
沌
rJ
れ
る
と
糊
き
､
骨
に
高

々
を
辿
絡
し
柑
る
大
判
の
船
の
新
造
r
,
れ
る
日
の
埴

い

や
う
に
願

っ
た
ぐ

衛

生
ハ
.7

沖
縄
僻
と
'Ilj

へ
ば
飯
匙

蛇

と

マ
Iノ
リ
ヤ
の
地
の
相
に

考

へ
'

又

糊

41,博
へ

ら
れ
ね
が

日月
ノ

賓
に
此
の

考

へ
は
､

僻
は
'に
と

っ
て
は
迷

惑
東
棟
で

此
の
地
に

封
し
て
鵠

識
.<
娃
省

の
誘
人
的

第

千
=葉
に
過

ぎ
な

い

JI
琉
球
開
先
砧
列
砧
を
訪
ね
て

h
tl知
っ
た
0

ポ
如
･iP
の

了
フ
-
ヤ
地
昔
と
精
し
で
も
作
か
北
市
川汁

の

一
部
分
に
過
ぎ
ず
､
他
の
地
は
肥
沃
な
城
野
で
'
大

い
に
捕
動
せ
ん
と
す
る
新
人
に
典

へ
ら
れ
わ
土
地
で
あ

る
｡
本
郷

に
ー
了

フ
リ
ヤ
｣
の
流
行
し
た
iC
い
記
錐
は
な

い
が

'
人

の
油
に
よ
れ
ば

'
押
出
砧

の
英
傑
慶
m
城
別

納
(:B
が
甘
牡
大
輔
字

で
あ
っ
た
+a

(
今
か
ら
約
六
ln
年

前
)
卸
蘭
躯
が
同
島
に
漂

茄

し
て
以
水
｢
T,
ラ
-
ヤ
し
の

流
行
を
鬼
ね
と
‥ム
は
れ
て
ゐ
る
｡

本
郷
の
｢
マ
ーノ
-
ヤ
L
は
他
府
舵
に
比
し
嫡
勢
が
磁
-

超
に
火
正
十

-J
年
r
マ
一ノ
-
ヤ
｣
漁
防
qLiJを
設
け
て
'
之

の
防
過
に
歳
持
し
'
人
爪
十
:TTmi
布

了
フ
リ
ヤ
防
越
川
の

≠
格
h
l腫
脹
し
て
撒
底
的
治
姑
に
努
め
て
ゐ
る
｡

7
カ
イ

犬

だ
北
渥
川川
の
浮

杓

付

･
伊
股
間
付
は
依
然
と
し
て

流
行
L
t
野
底
付
の
如
き
は
六
卜
t1
近
-
の
人
家
も
､

･'im
の
篤
め
倒
れ
'
或
は
外
に
移
任
し
､
鶏

め
に
今
は
老

礎
掬
-
淋
し
-
川
中
に
S
.
k
所
L
t
附
並
は
過
去
の
'6
粥

や
非
11
が
仰
碓
井
し
､
部
落
食
油
し
て
磨
城
と
な

っ
て

ゐ
る
｡
此
の
姿
は
何
次
鳥

の
小
鬼
村
で
も
見
場
が
､
他

二

屯

五
三



地

球

･TE
二
十
番

ほ
は
仝
-
荏
-
'
此
越
遠
か
ら
内
相
に

マ
ラ
リ
ヤ
も
･).'<

登
に
防
遇
せ
ら
れ
る
rJ
と
を
肺
信
す
る
｡

任

民

放
後
に
術

耶
ki
?比
の
銘
柄
状
態
ーこ
つ
い
て
述
べ
や

う

0沖
縄
本
･i
?氏
と
同
様
､
常
食
は
勿
冶
甘
藷
で
'
米
食

は
年
に
教
M
の
み
'
そ
れ
も
殆
ん
ど
童
轡
満
た
川
ひ
て

ゐ
る
｡
苅
者
が
約

一
ケ
月
宮
+;
郡

･
八
市
川
恥
を
.S
瀬

I11
北
も
･廿
=ん
だ
の
は
'
野
先
の
を
-
秋
乏
せ
る
rJ
と
で

あ
る
.
佃

よ
-
夕
に
'卓
る
迄
､
基
肥
に
つ
-
る
も
の
は

(
無
論
'
揃
.3
1は
な
-
民
家
に
折
る
)新
郎
花
免
職
と
亀

卵
と
泊
感
で
あ
る
｡

波
照
間
i
P
は
海
上
に
漂
ふ
絶
海
の
孤
高
故
'
我
々
の

訪
問
h
.心
か
ら
1.3':ぴ
'
収
を
綬
し
た
歓
迎
分
に
は
､

い

ru
rJか
両
人止
っ
た
形
で
あ
っ
た
｡
争
i?
々
の
特
並
を
織

込
ん
だ
歌
謡
を
歌

ひ
っ
J
池
場
を

手
に
L
LJ
梢
は
'
光

に
朗
か
で
あ
る
｡

節

It,:
故

二

六

∬
川

∫
,ナ
モナ

柄
を
終
る

に際し
∵..:+=加
へ
た
い
の
は
'
何
次
･

化
で

あ
る
｡

此
の

･比
は1)̀
咋

i]:i..1粁
の
人
目
縮
比
は
苅
人
と
云

･u't用
で
あ

る
が
･･3
の

面

杭
は
三

二

二

八

八
し
米
で

船
か
ら
兄

LJ
だ
け
で

も
付
か
華

で
も
粥
和

し
て
ゐ
る

か
の
様
に

_:Il' 四 個

外':離‡J:L･さか ら叫1末吉比 セ1-iる
L/ ナ

骨
iJ.
静
か
な
帽

わ
を
続
け
て
ゐ

る
C

探
梅
隊
と

い
ふ
様
な

部
隊
.て
組
織
し
て
'
調
稚

し

ね

ら

解
物

的
･
動
物
的
に
或

は

地
史
的
に
､
多
人
の

牧

椎

が

柑
ら
る
る
と
‖
心
ふ

｡

(I.I.i
)


